

























































　b. Q & A等で使えるように２入一一組である
　　こと。
　ｃ.人間と非人間、ボケとツッコミ、男女な
　　ど、分かりやすい対比であること。
　ａ.はアピールが目的である以上、筑波大学
附属図書館を容易に連想できることを重視し
た。b.は、２入一組とすることで利用者側と
図書館側の立場を代表できる等、活用場面を
想定して提案された。 ｃ.はb.に関連して２人を
区別する必要から、対照的な組み合わせが望
ましいとされた。
３。ブランディングと偉い人
　これらのコンセプトを元に、筑波大学附属
図書館の愛称として定着している"Tulips"から
チューリップの花と、ガマの油売りの目上で
有名な「筑波山麓の四六のガマ」からガマ
（カエル）をそれぞれモチーフにしたキャラク
ターの組み合わせとし、チューリップの方を
女性形、ガマの方を男性形としたイメージイ
ラストが有志内で試作された。その後、上層
部の了承を取り付けるために「電子図書館の
ブランディング戦略」と題したプレゼンテー
ションを作成した。名称やロゴによるブラン
ディングとともにキャラクターの導入でアピ
ールカが高まるという趣旨を説明し、上層部
からキャラクターのコンセプトと作成につい
て了承を得た。これを受け、業者にコンセプ
トを示して案を数点作成してもらい、職員内
でアンケートを行った結果、現在のものの元
になった造形に票が集まった。しかしチュー
リップモチーフの女性の造形に対しては上層
部が難色を示し（「幼く見える」等）、眼鏡の
追加や¨ちゅーりっぷ「ちゃん」¨から「さん」
への名称変更等の修正を行い、数度の説明で
何とか了承を得られた。この造形で全身像と
表情バリエーションを業者に発注し、2006年
に筑波大学附属図書館のキャラクターが誕生
した。　なお名称は、Tulipsに由来する「ちゅ
ーりっぷちゃん（さん）」は即決であり、ガマ
は検討の結果「がまじゃんぱー」と命名され
た5）。
　誕生までの過程で最大の障壁は、（予想通り）
上層部であった。コンセプトは了承されたが、
個別の造形には苦言を呈された。しかしキャ
ラクターの作成と、最終的には造形について
も了承を得られたのは、幸いにして当時の上
層部に理解があったからだと言える。
４。ネタを出せばみんなが騒ぐ
　キャラクターの完成後は、機関リポジトリ
の宣伝パンフレットや館内掲示に使用される
一方で、Ｗｅｂページヘの露出はせず大々的に
使用されることはなかった。当時は図書館シ
ステムの更新直後で、システムやＷｅｂページ
の調整が優先され、誕生キャンペーン等を行
う余力が無かったため、ゲリラ的に露出させ
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「よく見かけるけど、あのキャラクターは何？」
と利用者に思わせる方針を採ったことによる。
　しかし、ある図書館系ブロガーがキャラク
ターを気に入り、これをネタにしたエントリ
を公開した6）ことをきっかけに、連鎖的に他
の図書館系ブログも取り上げ、図書館側の意
図しないところで業界内での知名度が向上し
た。彼らがネタにしてくれなければ、ちゅー
りっぷさんとがまじゃんぱーがここまで注目
されることも無かったと思われる。当初は析
を見て図書館からアピールするつもりだった
が、利用者側からキャラクターと図書館の活
動に注目して頂いた点では本来の目的を十分
に果たし、結果として嬉しい誤算となった。
５。キャラクターは使いよう？
　学内外で一応の認知を得たと判断し、2008
年に入ってキャラクターの紹介ページを公開
することで、キャラクター関連の活動は一区
切りを迎えた。現在、ちゅーりっぷさんとが
まじゃんぱーは筑波大学附属図書館のキャラ
クターとして定着し、その意味でブランディ
ングは成功したと言える。図書館Ｗｅｂページ
を始め、リポジトリのプロモーションや図書
館リテラシー教本、図書館のプロモーション
ビデオ、館内掲示や学内メール封筒等で活躍
しているが、一方で設定の混乱、表情や立ち
絵のバリエーションの少なさ、キャラクター
使用ガイドラインの未整備といった問題があ
り、必ずしも使い易い状態ではない。最低で
も使用に際してのガイドラインの作成は必要
だと考えている。なおキャラクターは業者に
作成を依頼したが、権利は筑波大学附属図書
館に帰属している。
　また、今のところキャラクターは好評を頂
いているが、今後も肯定的な評価を頂けると
は限らない。ここまで育ったので大事に扱い
たいが、キャラクターの本義である親しみや
すさ等を減殺しないよう、今後とも楽しみな
がら２人を活用していきたいと思う。
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注
１）はてなフがまじゃんぱーとぱ．はてなダ
　　イアリー.
　　http://d.hatena.ne.jp/keyword/
　　%a4%ac%a4%de%a4%b8%a4%e3%a4%
　　f3%a4%dl%al%bcパ参照2008-08-12八
２）筑波大学附属図書館フ次期電子図書館シ
　　ステムの入札についで．筑波大学附属図
　　書館.2005-07-19.
　　httｐ://ｗｗｗ.tulips.tsukuba.ａｃ.jｐ/pub/
　　spec Jul.shtml、（参照2008-08-12匠
３）国立情報学研究所フchara_prof.ipg".目録
　　所在情報サービス.
　　httｐ：/／ｗｗｗ.nii.ａｃ.jｐ/ＣＡＴ-ILレimages/
　　chara_prof.jpgパ参照2008-08-12八
４）北海道大学附属図書館プキャラクター紹
　　介¨．北海道大学学術成果コレクション:
　　HUSCAP.
　　httpソ/eprints.lib.hokudai.ac.ip/
　　character info.htmlパ参照2008-08-12) .
5）電子図書館システムの仕様策定に関った
　　先生方が、システムの名称（愛称）も重
　　要という立場と、機能が良ければ名称は
　　重要ではないという立場で深夜のメール
　　論争を繰り広げ、その中で名称が重要で
　　ないなら「がまじゃんぱー」等でもよい
　　のか、という発言があった．インパクト
　　が強く関係者の印象に残る名称であった
　　ため、採用された．
6 ) min2-flyバ『図書館情報学リテラシー教
　　本：試作版卜’．かたつむりは電子図書館
　　の夢をみるか.2007-03-19.
　　http://d.hatena.ne.j p/min2-fly/
　　20070319/I174303941、（参照2008-08-12) .
　　　（しまだ・すすむ／筑波大学附属図書館）
